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(57)【要約】
【課題】端子カバーのケース体からの取り外しをスムー
ズに行うことが可能な回路遮断器を提供する。
【解決手段】サーキットプロテクタ１は、支持部３２が
設けられた上縁３１ａと、上縁３１ａに対して交差する
方向に延伸する側縁３１ｂと、上縁３１ａとは反対側の
下縁３１ｃに設けられた被係合部３３とを有する一対の
隔壁３１の間に接続端子部３６が配置されたケース体３
０と、可撓性を有し、上片部４４が上縁３１ａに沿って
延伸し、側片部４５が側縁３１ｂに沿って延伸する屈曲
形状で形成され、支持部３２に支持される支点部４２が
上片部４４に設けられ、被係合部に係止される係合部４
３が側片部４５に設けられた端子カバー４０とを備えて
いる。そして、端子カバーは、支点部４２が支持部３２
に支持され、係合部４３が被係合部３３に係止されてケ
ース体３０に取り付けられており、端子カバーを上片部
側から押すことで係合部と被係合部との係止を外すよう
にした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持部が設けられた上縁と、前記上縁に対して交差する方向に延伸する側縁と、前記上
縁とは反対側の下縁に設けられた被係合部とを有する一対の隔壁の間に接続端子部が配置
されたケース体と、
　可撓性を有し、上片部が前記上縁に沿って延伸し、側片部が前記側縁に沿って延伸する
屈曲形状で形成され、前記支持部に回動自在に支持される支点部が前記上片部に設けられ
、前記被係合部に係止される係合部が前記側片部に設けられた端子カバーと、を備え、
　前記端子カバーは、前記支点部が前記支持部に支持され、前記係合部が前記被係合部に
係止されて前記ケース体に取り付けられており、前記端子カバーを前記上片部側から押す
ことで前記係合部と前記被係合部との係止を外すようにしたことを特徴とする回路遮断器
。
【請求項２】
　前記ケース体は、前記係合部が前記被係合部と前記係合部との係止状態を解除する方向
に移動して前記側片部が当接したときに、前記側片部を前記側縁から離間する方向に移動
させる斜面部を有することを特徴とする請求項１に記載の回路遮断器。
【請求項３】
　前記上片部は、前記一対の隔壁の間隔よりも狭い幅で形成されていることを特徴とする
請求項１又は請求項２に記載の回路遮断器。
【請求項４】
　前記支持部は、前記上縁から深さ方向に窪む凹部で形成され、
　前記支点部は、前記上片部の前記側片部とは反対側の幅方向の両側から突出する突起で
形成されていることを特徴とする請求項３に記載の回路遮断器。
【請求項５】
　前記側片部は、前記一対の隔壁の間隔よりも広い幅で形成されていることを特徴とする
請求項３に記載の回路遮断器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回路遮断器に関し、特に、端子カバーを備えた回路遮断器に適用して有効な
技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　回路遮断器として、低圧配電系統の機器保護に用いられるサーキットプロテクタが知ら
れている。このサーキットプロテクタは、互いに対向する一対の隔壁の間に接続端子部が
配置されたケース体を備えている。接続端子部には、外部の配線との接続を行う端子金具
が配置されている。特許文献１には、一対の隔壁の間の接続端子部に端子台、端子金具な
どが配置された警報スイッチを含むケース体を備えたサーキットプロテクタが開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２９８７１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１に開示のサーキットプロテクタにおいても、人の指などが接続端
子部に接触しないように、接続端子部を覆う端子カバーがケース体に取り付けられるよう
になっている。
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　この端子カバーのケース体への取り付けは、ケース体の支点突起に端子カバーの支点貫
通孔を挿入し、この支点突起を軸にして端子カバーを回動させながら、ケース体の被係合
部に端子カバーの係合部を引っ掛けて係止状態とすることにより行われる。
　一方、端子カバーのケース体からの取り外しは、端子カバーの側片部を作業者が指で摘
んで側片部をケース体から離れる方向に引っ張って被係合部と係合部との係止状態を解除
することにより行われる。
【０００５】
　この端子カバーの取り外しにおいて、従来のサーキットプロテクタでは、被係合部及び
係合部が並んだ方向に係合部が移動して被係合部と係合部との係止状態を解除しているた
め、係合部が被係合部を乗り越える必要があり、端子カバーの取り外しをスムーズ（円滑
）に行うことが難しかった。
　本発明は、上記従来技術の問題点に着目してなされたものであり、本発明の目的は、端
子カバーのケース体からの取り外しをスムーズに行うことが可能な回路遮断器を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様に係る回路遮断器は、支持部が設けられた上
縁と、上縁に対して交差する方向に延伸する側縁と、上縁とは反対側の下縁に設けられた
被係合部とを有する一対の隔壁の間に接続端子部が配置されたケース体を備え、更に、可
撓性を有し、上片部が上縁に沿って延伸し、側片部が側縁に沿って延伸する屈曲形状で形
成され、支持部に回動自在に支持される支点部が上片部に設けられ、被係合部に係止され
る係合部が側片部に設けられた端子カバーを備える。そして、端子カバーは、支点部が支
持部に支持され、係合部が被係合部に係止されてケース体に取り付けられており、端子カ
バーを上方部側から押すことで係合部と被係合部との係止を外すようにした。
【発明の効果】
【０００７】
　本願発明の一態様に係る回路遮断器によれば、端子カバーのケース体からの取り外しを
スムーズに行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係るサーキットプロテクタの外観構造を示す斜視図である
。
【図２】図１のサーキットプロテクタの上面図である。
【図３】図１のサーキットプロテクタにおいて、端子カバーを取り外した状態の正面図で
ある。
【図４】図１のサーキットプロテクタの側面図である。
【図５】図３の一部を拡大した拡大側面図である。
【図６】図１の端子カバーの斜視図である。
【図７】図１のサーキットプロテクタの内部構造を示す構成図である。
【図８】図１のサーキットプロテクタにおいて、端子カバーの取り外し手順を説明するた
めの側面図である。
【図９】図１のサーキットプロテクタにおいて、端子カバーの取り外し手順を説明するた
めの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。なお、以下の実施形態で説
明される添付図面は、見易く又は理解し易くするために正確なスケール、寸法比で描かれ
ていない。本発明はその要旨を超えない限り、以下に説明する実施形態の記載に限定され
るものではない。
　また、以下の説明において「上縁」「上片部」「下縁」などの「上」「下」の定義は、
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図示した図面上の単なる表現上の問題であって、例えば、回路遮断器及び保護カバーの方
位を９０°変えて観察すれば「上」「下」の呼称は、「左」「右」になり、１８０°変え
て観察すれば「上」「下」の呼称の関係は逆になることは勿論である。従って、本明細書
及び添付図面においては、「上縁」「上片部」を「第１の縁」「第１の片部」と定義して
もよい。また、「上縁」「上縁部」と交差する方向に延伸する「側縁」「側片部」を「第
２の縁」「第２の片部」と定義してもよい。また、「上縁」とは反対側に位置し、「側縁
」と交差する方向に延伸する「下縁」を「第３の縁」と定義してもよい。
　以下の実施形態では、本発明の「回路遮断器」の代表例としてサーキットプロテクタに
着目して例示的に説明する。
【００１０】
　図１乃至図４に示すように、本発明の一実施形態に係るサーキットプロテクタ１は、ケ
ース体３０と、このケース体３０に着脱自在に取り付けられた端子カバー４０とを備えて
いる。この端子カバー４０の下端とケース体３０に設けた後述する斜面部３５との間には
隙間が設けられている。
　ケース体３０は、本体部２と、この本体部２に着脱自在に装着される付属スイッチとし
ての補助スイッチ２０とを備えている。付属スイッチとしては補助スイッチや警告スイッ
チがあるが、この実施形態では補助スイッチ２０を備えている。
【００１１】
　本体部２は、図１乃至図３に示すように、幅方向に２分割構造の第１分割ケース４ａ及
び第２分割ケース４ｂからなる本体ケース４を備えており、本体ケース４の上部に操作ハ
ンドル５が配置されている。本体ケース４は、第１分割ケース４ａ及び第２分割ケース４
ｂを幅方向に貫通するリベット４ｃで一体化することで形成されている。
　本体ケース４には、図７に示すように、負荷側の主回路端子台６ａ及び電源側の主回路
端子台７ａが設けられており、これら主回路端子台６ａ，７ａに、端子金具６ｂ，７ｂが
装着されている。
【００１２】
　図１乃至図２に示すように、負荷側の主回路端子台６ａに対して上部位置の本体ケース
４には、スイッチ装着開口部１３が形成されている。そして、図７に示すように、スイッ
チ装着開口部１３の下部縁部より下方位置の本体ケース４には、上方に突出しながら幅方
向に直線状に延在しているヒンジガイド部１４が形成されている。また、スイッチ装着開
口部１３の上部縁部に近接する本体ケース４の内壁には、下方に突出しながら幅方向に延
在する係合突起部１５が形成されている。
【００１３】
　図７に示すように、本体ケース４の内部には、固定接点８ａを有する固定接触子８、可
動接点９ａを有する可動接触子９、可動接触子９及び電源側の主回路端子７との間を接続
する可撓リード線１０、開閉機構１１及びソレノイド式の過電流引外し装置１２が内蔵さ
れている。そして、可動接触子９には、後述する補助スイッチ２０の補助用アクチュエー
タ機構２１に係合する可動接触子側レバー１６が一体に連結されている。
【００１４】
　補助スイッチ２０は、樹脂モールド製のスイッチケース２２と、図示していないが、こ
のスイッチケース２２に固定されたマイクロスイッチ及び補助用アクチュエータ機構とを
備えている。
　図７に示すように、スイッチケース２２の前側（図７の左側）には、２段の第１端子台
２４ａ，第２端子台２５ａが形成されており、これら第１及び第２端子台２４ａ，２５ａ
に、第１及び第２端子金具２４ｂ，２５ｂが装着されている。ここで、２段の第１及び第
２端子台２４ａ，２５ａは、スイッチケース２２の幅方向の一方に寄った位置に形成され
ている。
【００１５】
　図７に示すように、スイッチケース２２の上部には、後側（図７の右側）がスイッチケ
ース２２に一体に形成されて前側（図７の左側）に延在し、前部に開放端２６ａを設けた
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弾性係合片２６が形成されており、この弾性係合片２６の開放端２６ａ側の上面に係合凹
部２６ｂが形成されている。
　図７に示すように、スイッチケース２２の下部には、本体ケース４のスイッチ装着開口
部１３の周縁に形成したヒンジガイド部１４に係合する凹形状のヒンジ部２７が形成され
ている。
【００１６】
　スイッチケース２２は、図３に示すように、互いに離間する一対の隔壁３１と、この一
対の隔壁３１の間に配置された接続端子部３６とを有している。この接続端子部３６には
、外部の配線を接続するために必要な上述の第１端子台２４ａ，第２端子台２５ａ，第１
端子金具２４ｂ，第２端子金具２５ｂなどが配置されている。そして、スイッチケース２
２を備えた補助スイッチ２０は本体部２に着脱自在に装着されている。したがって、ケー
ス体３０は一対の隔壁３１の間に配置された接続端子部３６を有し、この接続端子部３６
を覆うようにして端子カバー４０が着脱自在にケース体３０に取り付けられている。
【００１７】
　図１乃至図５に示すように、一対の隔壁３１の各々は、支持部３２が設けられた上縁３
１ａと、上縁３１ａに対して交差する方向に延伸する側縁３１ｂと、上縁３１ａとは反対
側の下縁３１ｃに設けられた被係合部３３とを有する。側縁３１ｂは例えば上縁３１ａに
対して直交する方向に延伸している。一対の隔壁３１の各々の上縁３１ａは段差形状にな
っている。
【００１８】
　図１乃至図６に示すように、端子カバー４０は、上片部４４及び側片部４５を有し、上
片部４４が隔壁３１の上縁３１ａに沿って延伸し、側片部４５が隔壁３１の側縁３１ｂに
沿って延伸する屈曲形状で形成されている。そして、端子カバー４０は、上片部４４に隔
壁３１の支持部３２に回動自在に支持される支点部４２が設けられ、側片部４５に隔壁３
１の被係合部３３に引っ掛けによって係止される係合部４３が設けられた構成になってい
る。支点部４２は上片部４４の一端側に設けられている。側片部４５は一端側が上片部４
４の他端側に連結されている。係合部４３は、例えば側片部４５の他端側に設けられてい
る。そして、係合部４３は、被係合部３３に係脱自在に係止されている。
【００１９】
　上片部４４は、板状の上面板で形成され、一対の隔壁３１の各々の上縁３１ａの段差形
状に応じて一端側が他端側よりも一段高くなる段差形状になっている。
　側片部４５は、隔壁３１の側縁３１ｂに沿って延伸し、一端側が上片部４４の他端側の
幅方向の両側に連結され、他端側に係合部４３が設けられた一対の側面板４６を有する。
また、側片部４５は、一対の側面板４６の間において上片部４４の他端側の端部から一対
の側面板４６の延伸方向に沿って延伸し、一対の側面板４６の各々と連結された前面板４
７を有する。前面板４７には前面板４７の他端側において開放された開口部４８が設けら
れており、前面板４７の他端側が分割されている。この開口部４８を通って接続端子部に
配線が接続される。
【００２０】
　隔壁３１の支持部３２は例えば上縁３１ａから深さ方向に窪む凹部で形成されている。
また、端子カバー４０の支点部４２は、例えば上片部４４の側片部４５側とは反対側の幅
方向の両側面から突出する突起で形成され、支持部３２としての凹部の内部に回動自在に
収納されている。
　図５に示すように、一対の側面板４６の各々にはフック４９が設けられている。フック
４９は、側面板４６の幅方向の側面のうち、隔壁３１の側縁３１ｂと向かい合う側の側面
から突出するようにして設けられている。そして、フック４９の先端側には係合部４３が
設けられている。係合部４３は、フック４９の先端側から隔壁３１の下縁３１ｃ側に向か
って突出する突起で形成されている。一方、被係合部３３は、例えば隔壁３１の下縁３１
ｃに凹部３４を形成することによって突出する突起で形成されている。
【００２１】
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　図５に示すように、係合部４３は、被係合部３３に引っ掛かるようにして係止され、凹
部３４に嵌め込まれている。すなわち、端子カバー４０は、支点部４２が隔壁３１の支持
部３２に支持され、係合部４３が隔壁３１の側縁３１ｂの延伸方向と交差する方向に被係
合部３３と隣り合って係止された状態でケース体３０に取り付けられている。被係合部３
３及び係合部４３は、被係合部３３が係合部４３よりも隔壁３１の側縁３１ｂ側に位置す
る配列になっている。すなわち、端子カバー４０はスナップフィット結合によってケース
体３０に着脱自在に取り付けられている。
【００２２】
　端子カバー４０は、例えば柔軟性に優れたポリカーボネート（ＰＣ）樹脂で形成されて
いる。そして、端子カバー４０は、図８に示すように、隔壁３１の支持部３２に上片部４
４の支点部４２を支持した状態で側片部４５を隔壁３１の側縁３１ｂに沿って被係合部３
３側に移動させたときに撓むことが可能な可撓性を有している。また、端子カバー４０は
、図９に示すように、隔壁３１の支持部３２に上片部４４の支点部４２を支持した状態で
側片部４５を隔壁３１の側縁３１ｂから離間する方向に移動させたときにも撓むことが可
能な可撓性を有している。
【００２３】
　上片部４４は、一対の隔壁３１の間隔ｗ１（図３参照）よりも狭い幅ｗ２（図２参照）
で形成され、一端側の支点部４２以外は一対の隔壁３１に支持されていない。すなわち、
端子カバー４０は、隔壁３１の支持部３２に支点部４２を支持した状態で上片部４４を一
対の隔壁３１の間で撓ませることができるため、図８に示すように、側片部４５を隔壁３
１の側縁３１ｂに沿って被係合部３３側に移動させることができる。また、この側片部４
５の被係合部３３側の移動に追随して隔壁３１の下縁３１ｃから離間する方向に係合部４
３を移動させることができるため、側片部４５の被係合部３３側の移動によって被係合部
３３と係合部４３との係止状態を解除することができる。
【００２４】
　側片部４５は、一対の側面板４６が一対の隔壁３１の側片と対向するように、一対の隔
壁の間隔ｗ１（図３参照）よりも広い幅ｗ３（図２参照）で形成されている。
　ケース体３０は、図８に示すように、係合部４３が被係合部３３と係合部４３との係止
状態を解除する方向に移動して端子カバー４０の側片部４５が当接したときに、図９に示
すように、端子カバー４０の側片部４５を隔壁３１の側縁３１ｂから離間する方向に移動
させる斜面部３５を有する。
【００２５】
　端子カバー４０のケース体３０への取り付けは、図５を参照して説明すれば、隔壁３１
の支持部３２に端子カバー４０の支点部４２を支持した状態で端子カバー４０の係合部４
３が隔壁３１の被係合部３３に近づく方向に端子カバー４０を回動させながら被係合部３
３に係合部４３を引っ掛けて係止状態とすることによって行なわれる。
　この端子カバー４０の取り付けにおいて、端子カバー４０は可撓性を有しているので、
係合部４３が被係合部３３に乗り上がる（図５では下降する）ことで端子カバー４０の上
片部４４が隔壁３１側に撓む。そして、係合部４３が被係合部３３を乗り越えて凹部３４
に嵌め込まれることにより端子カバー４０の撓みが解消されるとともに、係合部４３が被
係合部３３に引っ掛かって係止状態となる。
【００２６】
　この端子カバー４０の取り付けでは、係合部４３が隔壁３１の側縁３１ｂの延伸方向と
交差する方向に被係合部３３と隣り合って係止された状態となる。
　また、この端子カバー４０の取り付けでは、係合部４３が被係合部３３を乗り越えて係
止状態となることから係合部４３よりも隔壁３１の側縁３１ｂ側に被係合部３３が存在す
る。このため、隔壁３１の側縁３１ｂから端子カバー４０の側片部４５が離れる方向に端
子カバー４０を引っ張っても簡単に被係合部３３と係合部４３との係止状態が解除される
ことはない。また、端子カバー４０は、一対の側面板４６が一対の隔壁３１の側縁３１ｂ
と向かい合っている。このため、端子カバー４０の側片部４５を隔壁３１の側縁３１ｂに
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向かって押し付けることによって被係合部３３と係合部４３とを係止状態とすることがで
きるので、端子カバー４０をケース体３０に容易に取り付けることができる。
【００２７】
　端子カバー４０のケース体３０からの取り外しは、図８及び図９を参照して説明すれば
、図８に示すように、隔壁３１の支持部３２に端子カバー４０の支点部４２が支持された
状態で端子カバー４０の側片部４５を上面から作業者が押し込んで側片部４５を隔壁３１
の側縁３１ｂに沿って被係合部３３側に移動させることによって行われる。
　この端子カバー４０の取り外しにおいて、図８に示すように、係合部４３は側片部４５
の移動に追随して隔壁３１の下縁３１ｃから離間する方向に移動し、この係合部４３の移
動により被係合部３３と係合部４３との係止状態が解除される。このとき、被係合部３３
と係合部４３との係止状態を解除する方向に被係合部３３が存在しないので、係合部４３
が被係合部３３を乗り越えることなく、被係合部３３と係合部４３との係止状態を解除す
ることができる。これにより、端子カバー４０のケース体３０からの取り出しを円滑に行
うことができる。
【００２８】
　また、この端子カバー４０の取り外しにおいて、図８に示すように、係合部４３が被係
合部３３と係合部４３との係止状態から解除する方向に移動して端子カバー４０の側片部
４５が斜面部３５に当接したとき、図９に示すように、端子カバー４０の側片部４５は斜
面部３５により隔壁３１の側縁３１ｂから離間する方向に移動する。このため、端子カバ
ー４０から作業者が手を離しても、元の係止状態に戻ることはない。
【００２９】
　また、この端子カバー４０を取り外すときの力の向きは、隔壁３１の側縁３１ｂに沿う
方向である。一方、接続端子部３６に接続された配線によって端子カバー４０に加えられ
る力の向きは、主に隔壁３１の側縁３１ｂに対して直交する方向である。すなわち、端子
カバー４０を取り外すときの力の向きと配線によって端子カバー４０に加えられるときの
力の向きが異なるため、配線の影響で被係合部３３と係合部４３との係止状態が解除され
ることはない。
【００３０】
　また、従来の端子カバーでは、端子カバーの下や内側に作業者が指を掛けて端子カバー
を引っ張ることで被係合部と係合部との係止状態を解除するため、端子カバーを取り外す
際に配線を避ける必要があった。これに対し、この実施形態の端子カバー４０の取り外し
では、側片部４５を上面から作業者が指で押し込んで側片部４５を隔壁３１の側縁３１ｂ
に沿って移動させることで被係合部３３と係合部４３との係止状態を解除するため、従来
のように配線を避ける必要がない。また、サーキットプロテクタ１が密着取り付けされた
状態でも端子カバー４０の取り外しが容易となる。したがって、この点からも端子カバー
４０のケース体３０からの取り外しをスムーズに行うことができる。
【００３１】
　以上のように、本発明の一実施形態に係るサーキットプロテクタ１によれば、端子カバ
ー４０のケース体３０からの取り外しをスムーズに行うことが可能となる。
　なお、上述の一実施形態では、被係合部３３を隔壁３１に設け、係合部４３を端子カバ
ー４０に設けた場合について説明したが、隔壁３１に係合部４３、端子カバー４０に被係
合部３３をそれぞれ設けるようにしてもよい。
【００３２】
　また、上述の一実施形態では、隔壁３１の支持部３２を凹部で形成し、端子カバー４０
の支点部４２を上片部４４の幅方向の両側面から突出する突起で形成した場合について説
明したが、隔壁３１の支持部３２を上縁３１ａから突出する凸部に端子カバー４０の支点
部４２を回動自在に支持する凹部を設けた形状で形成してもよい。また、端子カバー４０
の支点部４２においては、上片部４４の上面又は下面から側面側に突出する突起で形成し
てもよい。
【００３３】
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　また、上述の一実施形態では、端子カバー４０の係合部４３を側片部４５の一端側に設
けた場合について説明したが、係合部４３は側片部４５の中間部に設けるようにしてもよ
い。
　以上、本発明を上記一実施形態に基づき具体的に説明したが、本発明は上記一実施形態
に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において種々変更可能であること
は勿論である。
【００３４】
　例えば、本発明は補助スイッチとして警告スイッチを備えたサーキットプロテクタに適
用することができる。
　また、本発明は、サーキットプロテクタに限らず、一対の隔壁の間に接続端子部を有す
るケース体を備えた回路遮断器に適用することができる。
【符号の説明】
【００３５】
　１…サーキットプロテクタ
　２…本体部
　４…本体ケース、４ａ…第１分割ケース、４ｂ…第２分割ケース、４ｃ…リベット
　５…操作ハンドル
　６ａ，７ａ…主回路端子台、６ｂ，７ｂ…端子金具
　７…主回路端子
　８…固定接触子、８ａ…固定接点
　９…可動接触子、９ａ…可動接触子
　１０…可撓リード線
　１１…開閉機構
　１３…スイッチ装着開口部
　１４…ヒンジガイド部
　１６…可動接触子側レバー
　２０…補助スイッチ
　２２…スイッチケース
　２４ａ…第１端子台
　２５ａ…第２端子台
　２６…弾性係合片、２６ａ…開放端、２６ｂ…係合凹部
　２７…ヒンジ部
　３０…ケース体
　３１…隔壁、３１ａ…上縁、３１ｂ…側縁、３１ｃ…下縁
　３２…支持部
　３３…被係合部
　３４…凹部
　３５…斜面部
　３６…接続端子部
　４０…端子カバー
　４２…支点部
　４３…係合部
　４４…上片部
　４５…側片部
　４６…側面板
　４７…前面板
　４８…開口部
　４９…フック
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